
 

 

 

 

夏休みの保健目標  
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 夏を健康に過ごそう 

■ 熱中症を予防しよう 

■ 病気の治療をしよう 

１学期は健康に過ごせましたか？７月に入り，夏バテ気味で保健室に来室する生徒が

多かったです。夏バテは日々の生活や食事・運動を見直すことで改善できます。 

ほけんだより裏面の資料を参考に，充実した夏休みを過ごしてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染対策は継続が大切です。引き続き，手洗い，消毒，換気等を行いましょう。夏休

みの間も毎日の健康観察を忘れず行い，必ずロイロノートに記録してください。 

日々の記録が自分や家族，大切な人を守ることにつながります。 

人 

人 

人 

夏休み 

 

 ６月の保体委員会で，熱中症対策標語を募集しました。各クラス２作品を選出し

てもらい，その中から２作品を学校代表として応募しましたので, 紹介します。 

 

 

 

 

 どの生徒の作品も熱中症を自分達の問題として捉えており，熱中症にならないた

めに何が大切か伝わる作品ばかりでした。引き続き，熱中症対策を意識して行動し

ましょう。 

 保護者の方へ  
 

 １学期の保健室来室状況を振り返ると， 

睡眠不足で体調を崩している生徒が多く， 

テレビやスマートフォン，携帯ゲームなど 

のメディア機器利用時間が原因である生徒が一定数いました。 

個別の保健指導として，保健室で生徒と一緒に話し合い目標を立てることもあります

が，ご家庭での協力も必要となってきます。 

メディアの管理能力を高めることは，心身の体調を整えることはもちろん，さまざま

な面におけるセルフマネジメント力の向上につながります。お子様の成長のためにも，

ぜひご家庭でルールを再確認されてみてください。 

 

【 ルールづくりのポイント１０ 】 

１. 子どもと一緒に考える 

２. 家族みんなで守ることができる 

３. 過剰な使用による弊害（睡眠不足等）を防ぐ目的で話し合う 

４. 生活の中で，メディア利用の優先順位を２位以下にすることを目標として考える 

５. ルールをつくる以外に，保護者は子どもと一緒に行える楽しみを見つける 

６. 守れなかったときのルールも決めておく 

７. あんしんフィルターの設定をする 

８. 保護者が手本になる 

９. つくったルールを見える化して，守ることができたらほめる 

10. ルールをつくった後も見直していく 

【引用：香川県ネット・ゲーム依存予防対策学習シート】 

 参考にどうぞ！ 

夏休み号 

呉市立両城中学校 

３年１組 山下 白桜くん 『 夏になり きれいな日差し 牙をむく 』 

２年１組 松本 碧斗くん 『 梅雨が明け 少しの油断で 熱中症  』 



 


